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一

明
治
三
十
三

(

一
九
〇
〇)

年
八
月
二
十
一
日
の
官
報
第
五
一
四
一

号
小
学
校
令
施
行
規
則
第
十
六
条

(

以
下
、
施
行
規
則
と
す
る
こ
と
も

あ
る)

に
よ
り
、｢

小
學
校
ニ
於
テ
教
授
ニ
用
フ
ル
假
名
及
其
ノ
字
體｣

が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
図
一
の
第
一
号
表
で
あ
り
、
現
行
の
平
仮

名
字
体
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
初
め
て
、
政
策

的
に
一
つ
の
仮
名
に
一
つ
の
字
体
が
定
め
ら
れ
た

(

注
１)

。
そ
れ
以
前
は
、
一

つ
の
仮
名
に
対
し
て
複
数
の
異
体
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
多
種
多

様
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、

一
種
異
様
な
文
字
の
使
い
方
を
す
る
世
界
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
古
く

か
ら
延
々
と
続
い
て
来
た
い
ろ
は
歌
の
世
界
で
あ
っ
た
。
自
由
自
在
に

異
体
仮
名
を
使
用
し
、
字
体
を
一
つ
に
固
定
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
時

代
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
仮
名
で
い
ろ
は
歌
を
書
く
際
に
は
、

決
ま
っ
て
同
じ
字
体
で
統
一
さ
れ
て
い
た
。

で
は
、
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌

(

以
下
、
単
に
い
ろ
は
歌
と
す
る
こ
と

も
あ
る)
は
、
ど
の
よ
う
な
字
体
で
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
平

仮
名
で
書
か
れ
た
い
ろ
は
歌
の
う
ち
、
年
代
が
確
定
し
て
い
る
最
古
の

も
の
は
、
朝
鮮
板

『

伊
路
波』

[

弘
治
五

(

一
四
九
二)

年]

に

｢

伊
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図一 第一号表



呂
波
四
体
字
母
各
四
十
七
字｣

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る(

図
二)

。
一
瞥
す

る
と
、
現
行
の
平
仮
名
字
体

と
大
差
な
い
が
、｢

そ｣
｢

お｣

｢

え｣ (

注
２)の

三
つ
の
仮
名
だ
け

(

注
３)

は
、

現
行
の
平
仮
名
字
体
と
違
っ

て
、�

�
�

�
�

�

が
使
わ
れ
て
い
る

(

注
４)

。
そ
し
て
、

朝
鮮
板

『

伊
路
波』

か
ら
随

分
と
時
代
が
下
っ
た
明
治
期
の
国
語
教
科
書
に
至
る
ま
で
、�

�

�
�

�
�

を
使
い
同
じ
姿
を
留
め
た
い
ろ
は
歌
を
見
る
こ
と
が
で

き
る

(

表
一) (

注
５)

。
な
ぜ
、
複
数
の
異
体
仮
名
を
併
用
す
る
時
代
に
あ
り

な
が
ら
、
現
実
の
書
記
生
活
と
は
相
反
す
る
字
体
の
固
定
化
と
い
う
現

象
が
、
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
矢
田
勉
氏

(

注
６)

は
、
い
ろ
は
歌
書
写
に
用
い
ら
れ
る
平
仮
名
字

体
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

(

傍
線
・
括
弧
内
は
、
筆

者)

。平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
い
つ
の
時
期
か
、
平
仮

名
文
書
を
遺
し
た
人
々
か
ら
、
実
用
的
な
文
書
を
書
く
た
め
の
文

字
学
習
の
過
程
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
・
朝
鮮
資
料
そ
し
て
伝
世
尊
寺
経
朝
筆

｢

い
ろ
は｣

(

初
期

の
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌)

に
於
い
て
、
字
体
の
異
同
が
あ
る
と
い

う
現
象
と
の
ち
の
も
の
と
異
な
る
字
形
が
み
ら
れ
る
と
い
う
現
象

は
と
も
に
、
そ
の
頃
の
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
が
ま
だ
、
現
実
の
極

く
普
通
の
平
仮
名
文
書
所
用
の
仮
名
を
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
に
反

映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
点
に
原
因
を
求
め
る
こ
ろ
が
で

き
よ
う
。
実
際
の
文
書
で
は

(｢

文
学
書
写
の
平
仮
名
体
系
に
比

べ
て
概
し
て
そ
の
字
種
は
少
な
い｣

が)

同
じ
音
節
に
複
数
の
字

体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
字
体
選
択
の
揺
れ
を
生
み
、

独
草
段
階

(

後
の
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
は
、
決
ま
っ
て
放
ち
書
き

さ
れ
る)

で
は
な
く
連
綿
段
階
の
字
形
を
用
い
た
こ
と
が
後
の
も

の
と
の
字
形
の
異
な
り
を
生
ん
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
が
実
際
に
文
書
を
書
く
と
い
う
場
を
離
れ
独

自
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
字
体
の
出
入
り
も
な
く
な

り
、
字
形
も

(

平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
と
は
無
関
係
に
、
そ
れ
以
前

に
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た)

独
草
的
書
記
の
場
合
に
用
い
ら
れ

る
も
の
を
採
り
入
れ
る
と
同
時
に
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
、
言
わ
ば

い
ろ
は
歌
特
有
字
形
の
様
な
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
ろ
は
歌
が
独
草
的
書
記
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
字
形
を
採

り
入
れ
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
い
ろ
は
歌
の
字
体
が
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図二 朝鮮板 『伊路波』



あ
あ
ま
で
完
全
に
固
定
化
す
る
根
拠
と
し
て
は
、
不
十
分
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
の
字
体
が
固
定
化

す
る
根
拠
と
し
て
、
別
の
要
因
を
考
え
る
。

― 15 ―

明
治
32

明
治
27

明
治
26

明
治
20

明
治
20

明
治
19

明
治
17

明
治
17

明
治
８

明
治
７

明
治
７

明
治
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治
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治
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治
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〇
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一

以
呂
波
引
広
益
節
用
集�

尋
常
小
学
読
書
教
本
巻
一

帝
国
読
本

日
本
読
本
初
歩
第
一

幼
学
読
本
初
歩

読
書
入
門

読
方
入
門

小
学
読
本
首
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原
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学
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読
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芳
野)

西
洋
手
習
鏡

絵
入
智
慧
の
環

仮
字
本
末

以
呂
波
考

(

い
ろ
は
順
丁
付)

い
ろ
は
図

(

い
ろ
は
歌)

(

い
ろ
は
歌)

平
仮
名

い
ろ
は
図

平
仮
名

以
呂
波

い
ろ
は
図

伊
呂
波
四
十
七
音
并
濁
音
次
清
音

四
十
七
字

四
十
七
字

伊
呂
波
仮
字
／
仮
字
別
体

伊
呂
波
四
十
七
音
并
濁
音
次
清
音

日
本
草
書
体

(

い
ろ
は
歌)

い
ろ
は
仮
字

伊
呂
波
文
句�

以
呂
波
仮
字
本
字

四
十
七
字
長
歌

例
言
に｢

此
読
本
ニ
ハ

変
体
平
仮
名
ヲ
用
ヒ
ズ
、

是
レ
変
体
ハ
其
数
際
限

ナ
ク
且
ツ
労
シ
テ
功
ナ

キ
ノ
具
ナ
レ
バ
ナ
リ
。｣

と
あ
る
。

｢

こ
れ
を
ひ
ら
か
な
と

い
ふ｣

と
あ
る
。続
い
て

｢

に
ご
り｣

の
い
ろ
は
歌
、

別
体
が
あ
る
。

別
に
、草
仮
字
の
体
を

載
せ
る

拙 教 教 読 読 読 読 教 読 読 読 読 教 読 筑 筑 勉 国

文
化
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寛
政
11

明
和
６

宝
暦
14

宝
暦
10

延
享
元

元
文
元

元
禄
９

寛
文
６

慶
安
３

慶
長
３

弘
治
５

(

日
本

の
明
応

元
年) 成

立
・
刊
行
年

一
八
一
三

一
七
九
九

一
七
六
九

一
七
六
四

一
七
六
〇

一
七
四
四

一
七
三
六

一
六
九
六

一
六
六
六

一
六
五
〇

一
五
九
八

一
四
九
二

古
今
仮
字
つ
か
ひ

音
訓
国
字
格

和
翰
名
苑

以
呂
波
問
辨

同
文
通
考

伊
呂
波
童
蒙
抄

以
呂
波
字
考
録

倭
字
古
今
通
例
全
書�

類
字
仮
名
遣

三
国
筆
海
全
書

〃
・
本
篇�

キ
リ
シ
タ
ン
版
落
葉
集
・
色
葉
字
集�

朝
鮮
板
伊
路
波

書

名

(

い
ろ
は
順
丁
付)

日
本
国
字(

七
つ
い
ろ
は)

(

い
ろ
は
順
見
出
し
字)

(

い
ろ
は
歌)

伊
呂
波
釈
文

大
師
真
跡
い
ろ
は

空
海
真
筆
以
呂
波
之
写

(

い
ろ
は
順
見
出
し
字)

空
海
師
無
同
字
長
歌

(

い
ろ
は
順
見
出
し
字)

本
朝
仮
字
四
十
七
字
母

(

い
ろ
は
順
見
出
し
字)

(

い
ろ
は
順
見
出
し
字)

伊
呂
波
四
体
字
母
各

四
十
七
字

表
の
名
称
括
弧
内
は
形
式

別
に
、音
類
仮
字
釈
文

を
設
け
る
。

見
出
し
字
は
、｢
空
海
真

筆
い
ろ
は｣
と
相
違
な

し
。

放
ち
書
き
の
い
ろ
は
歌

に
続
い
て
、連
綿
体
で

三
種
類
の
い
ろ
は
歌
が

あ
る
。

別
に｢

ま
な
四
十
七
字｣

｢

ま
な
四
十
七
字｣｢

か

た
か
な
四
十
七
字｣｢

右

各
字
母
外
同
音
三
十
三

字
類｣

が
あ
る
。

備

考

音 京 国 音 勉 音 音 勉 米 松大 勉 京

表
一

�
�

�
�

�
�

が
使
用
さ
れ
て
い
る
い
ろ
は
歌



二

元
文
元

(

一
七
三
六)

年
に
刊
行

さ
れ
た
僧
全
長

『

以
呂
波
字
考
録』

に
は
、｢

空
海
真
筆
以
呂
波
之
写

く
う
か
い
し
ん
ひ
つ
い
ろ
は
の
う
つ
し｣

(

図
三)

と
銘
打
っ
て
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
り
、
空
海
真
筆
と
さ
れ
る

い
ろ
は
歌

(

以
下
、『

以
呂
波
字
考

録』
と
同
じ
平
仮
名
字
体
で
書
か
れ

た
い
ろ
は
歌
を｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る)

が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

此
空
海
真
筆

こ
の
く
う
か
い
し
ん
ひ
つ

の
い
ろ
は
の
写

う
つ
し
余よ

年ね
ん

来ら
い

所し
よ

持ぢ

す
と
い
へ
ど
も
出
所

し
ゆ
つ
し
よ
を

知し
ら

ざ
り
き
和わ

語ご

連れ
ん

珠し
ゆ

集し
う

を
讀よ

み

て
海か

い

の
真し

ん

蹟せ
き

出い

雲づ
も

の
神か

ん

門ど

寺じ

に
あ
る

事
を
し
る
こ
れ
に
よ
り
て
書し

よ

を
雲う

ん

州し
う

神か
ん

門と
こ

郡お
り

塩ゑ
ん

冶あ

の
神
門
寺
に
遣

つ
か
は

し
て
海
の
真し
ん

筆ひ
つ

有う

無む

の
義ぎ

を
問と

ひ

(

中
略)

神
門
寺
現
住
慈じ

誉よ

の

返へ
ん

翰か
ん

に
海
の
真し

ん

蹟せ
き

今い
ま

に
現げ

ん

在ざ
い

す
神
門
寺
住
持

し
う
じ

も
一
代
に
一
度
つ
ゝ

封ふ
う

を
切き

り

て
拝
見

は
い
け
ん

す
る
の
み
別へ

つ

に
尊そ

ん

圓ゑ
ん

親し
ん

王わ
う

の
写

う
つ
し
一
通
を
添そ

へ
た
り

(

巻
之
下
二
十
六
ウ
〜
二
十
七
オ)

空
海
真
筆
と
さ
れ
る
い
ろ
は
歌
の
こ
と
は
、『

以
呂
波
字
考
録』

以

外
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
盛
典

『

伊
呂
波
童
蒙
抄』

[

延

享
元

(

一
七
四
四)

年]

で
は
、『

以
呂
波
字
考
録』

の
記
事
を
引
い

て

大
師
ノ
御
眞
筆
ハ
。
出
雲
國
神
門
郡
神
戸
寺

イ
ツ
モ
ノ
ク
ニ
カ
ン
ド
ゴ
ホ
リ
カ
ン
ド
ジ

ニ
ア
リ
ト
。
此
ノ
寺

本モ

ト
ハ
眞
言
宗
ニ
テ
。
大
師
モ
此
ノ
寺
ニ
居
住
シ
玉
フ
ナ
リ
。
今

日
ハ
淨
土
宗
ナ
リ
ト
。
因

チ
ナ
ミ

ニ
御
眞
筆
ノ
伊
呂
波
ヲ
出
シ
テ
曰

(

巻
中
一
ウ
〜
二
オ)

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
諦
忍

『

以
呂
波
問
辨』

[

宝
暦
十
四

(

一
七
六

四)

年]

に
も
、

○
問
此
い
ろ
等
ノ
字
體テ

イ

ハ
。
弘
法
大
師
ノ
作
ト
云
コ
ト
。
慥

タ
シ
カ
ナ
ル

證
ア
リ
ヤ

答
イ
カ
ニ
モ
的
證
在ア

ル

ナ
リ
。
雲
州
神カ

ン

門ド

郡
ノ
神カ

ン

門ド

寺

ニ
。
大
師
眞
跡
ノ
以
呂
波
ア
リ
。
最
初
以
呂
波
製
作
ノ
時
ノ
筆
ニ

シ
テ
。
此
寺
ノ
重ヂ

ウ

寶ホ
ウ

ナ
リ
。
時
ノ
住
持
モ
。
一
代
ニ
一
度
ナ
ラ
デ

ハ
。
封フ

ウ

ヲ
發ヒ

ラ

キ
テ
拜
見
セ
ヌ
作
法
ナ
リ
。
別
ニ
尊
圓
親
王
ノ
寫

ウ
ツ
シ
モ
。

一
通
添ソ

フ

テ
在ア

ル

ナ
リ
。
至
極
慥

タ
シ
カ

ナ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
庭
前
ニ
以
呂
波
石

ト
名
ル
石
モ
在ア

ル

ナ
リ
。
今
其ソ

ノ

眞
跡
ヲ
寫ウ

ツ

シ
テ
見
セ
シ
メ
ン
。(

い

ろ
は
歌
略)

終ヲ
ハ

リ
ニ
京○

ノ
字
ナ
ク
。
十○

ノ
字
ノ
次
ニ
百○

千○

万○

億○

ノ

四
字
ア
リ
。
尊
圓
ノ
寫
モ
又
同
然
ナ
リ
。
此
眞
跡
ノ
事
。
和
語
連

珠
集
及
ビ
本
朝
學
浪
花
抄
等
ニ
モ
見ミ

ヘ

タ
リ

(

十
一
ウ
〜
十
二
ウ)

と
あ
る
。『
以
呂
波
問
辨』

の
こ
の
記
述
は
、
後
に
大
田
南
畝

『

仮
名

世
説』

[

文
政
八

(

一
八
二
五)

年]

に
も
引
か
れ
る
。
ま
た
、
伴
直
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図三 『以呂波字考録』



方
『

以
呂
波
考』

[

文
政
四

(

一
八
二
一)

年]

に
も

｢

四
十
七
字
長

歌｣
と
し
て
、
い
ろ
は
歌
が
あ
げ
ら
れ
、｢

此
字
様
者
以
出
雲
國
神
門

郡
塩
冶
神
門
寺
所
蔵
空
海
真
跡
模
本
所
寫
也｣

と
添
え
書
き
が
あ
る
。

ま
た
、
上
欄
の
書
入

(

注
７)

に
は

｢

假
字
は
古
格
に
ひ
と
つ
も
た
か
へ
る
な
け

れ
は
後
世
の
わ
さ
に
は
あ
ら
し
花
山
一
條
の
頃
の
今
や
う
な
る
へ
し
云
々｣

と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
仮
名
の
字
体
が
昔
の
も
の
と
相
違
な
い
の

か
、
仮
名
遣
い
が
間
違
っ
て
い
な
い
の
か
の
判
断
は
つ
か
な
い
。
空
海

真
筆
い
ろ
は
歌
に
関
し
て
、
特
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
も
の
は
、
伴
信

友

『

仮
字
本
末』

[

嘉
永
三

(

一
八
五
〇)

年]

で
あ
る

(

傍
線
は
筆

者
に
よ
る)

。

か
く
て
世
に
空
海
の
書
た
る
い
ろ
は
假
字
の
冩
な
り
と
云
へ
る
も

の
こ
れ
か
れ
あ
り
。
今
の
世
に
普

ア
マ
ネ

く
世
に
行
は
る
ゝ
と
字
體

モ
ジ
ノ
サ
マ

い
た

く
異
な
ら
ぬ
が
。
い
づ
れ
も
た
ゞ
冩
傳
へ
た
る
の
み
に
て
。
其
も

と
の
真
蹟
の
在
所
は
詳
な
ら
ず
。
其
中
に
大
和
國
當
麻
寺
に
蔵モ

テ

り

と
い
へ
る
と
。
出
雲
ノ

國
神カ

ム

門ト
ノ

郡
塩ヤ

ム

屋ヤ

の
神カ

ム

門ド

寺
に
蔵モ

テ

り
と
い
へ

る
ぞ
。
並ト

モ

に
同
し
字
體
に
て
。
正
し
き
も
の
な
る
べ
き
。
さ
て
其

當
麻
寺
な
る
は
。
空
海
の
朱
印
を
捺サ

シ

た
り
。【

前
に
篆
體
に
て
。
寳
ノ

字
を
大
き
く
書
た
り
。
こ
の
字
の
事
は
。
上
に
天
地
麗
氣
記
を
引
て
論
ひ

き
。】

絹
に
書
て
あ
り
と
ぞ
。
又
神
門
寺
な
る
書
の
事
は
。
高
野

山
青
巖
寺
ノ

經
庫
刻
本
の
野
山
名
霊
集
に
。
か
の
頓
阿
の
高
野
日

記
の
い
ろ
は
の
談
を
挙
て
。
大
師
真
筆
の
以
呂
波
は
。
今
雲
州
の

神
門
寺
に
在
て
霊
寳
と
し
。
同
真
筆
の
片
假
字
は
。
當
山
の
講
坊

に
在
て
秘
蔵
す
。
と
い
へ
る
に
も
か
な
ひ
て
き
こ
ゆ
れ
ば
。
出
雲

人
に
た
よ
り
て
尋
ね
あ
は
せ
た
る
に
。
こ
の
事
さ
き
に
由
あ
り
て
。

其
所
の
宰

ツ
カ
サ

だ
ち
た
る
人
の
。
寺
僧
に
質
問

タ
ヾ
シ
ト
ヒ

け
る
に
。
い
ま
其
真
筆

は
は
ふ
れ
失
せ
て
。
そ
を
臨ウ

�ツ

せ
り
と
い
ふ
古
き
楷ス

リ

か
た
木
の
み

蔵
傳

モ
チ
ツ
タ

へ
た
り
と
答
へ
た
り
し
と
慥

サ
ダ
カ

に
き
け
り
と
云
へ
り
。
然
れ
ば

そ
の
神
門
寺
な
り
し
も
。
真

マ
コ
ト
に
空
海
の
書
る
に
こ
そ
は
あ
り
け
め
。

か
く
て
今
そ
の
�
本

ウ
ツ
シ

ど
も
を
見
る
に
並ト

モ

に
尋
常

ヨ
ノ
ツ
ネ

の
ご
と
く
。
い○

ろ○

は○

に○

ほ○

へ○

と○

。
云
々
の
字
體
を
。
七
字
づ
ゝ
は
な
ち
が
き
に
六
行

に
書
き
。
ゑ○

ひ○

も○

せ○

す○

の
五
字
を
。
そ
の
次
の
行
に
書
止ト

ヾ

め
て
。

さ
て
京
ノ

字
は
無
く
て
。
別
に
数
の
字
の
一○

よ
り
十○

ま
で
を
一
行

に
。
百○

千○

万○

億○

の
四
字
を
次
の
行
に
。
行
體
に
書
り
。
お
も
ふ
に

空
海
こ
の
假
字
を
書
さ
だ
め
て
。
い
つ
も
人
の
手
本
に
は
然
書
き

て
与
へ
け
る
に
倣
ひ
て

【

上
に
弘
法
大
師
年
譜
に
引
た
る
記
に
。
假
名

の
次
キ

様
と
云
へ
る
と
こ
ろ
に
論
へ
る
趣
を
も
。
こ
ゝ
に
考
合
す
べ
し
。】

今
の
世
に
も
お
よ
び
。
ま
た
其
を
児
童
な
ど
の
ひ
ろ
ひ
よ
み
に
。

一
く
だ
り
づ
ゝ
よ
み
き
る
こ
と
の
如
く
な
り
き
た
り
て
。
つ
ひ
に

歌
の
ご
と
く
に
も
あ
ら
ぬ
よ
み
ざ
ま
と
も
な
り
し
も
の
な
る
べ
し
。

【
か
く
記
し
お
け
る
後
に
。
神
門
寺
の
縁
起
を
見
る
に
。
弘
法
大
師
こ
の
寺

に
参
詣
し
て
。
伊
呂
波
を
作
れ
り
と
云
ひ
。(

中
略)

さ
て
ま
た
世
に
伏
見

天
皇
の
宸
筆
。
ま
た
尊
圓
法
親
王
の
な
り
と
て
。
い
ろ
は
假
字
を
�
ウ
ツ

し
傳
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へ
た
る
も
。
も
は
ら
空
海
の
書
る
と
同
じ
體サ
マ

に
見
ゆ
。
但
し
是
は
真
の
な

り
や
詳
サ
ダ
カ
な
ら
ず
。
ま
た
倭
片
假
字
反
切
義
解
の
末
に
。
追
考
と
て
載
ら
れ

た
る
い
ろ
は
假
字
も
全
く
同
し
。】

(

上
巻
之
上
十
六
オ
〜
十
七
ウ)

以
上
の
よ
う
に
、
空
海
真
筆
い
ろ
は
歌
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
の
大

半
が
真
筆
い
ろ
は
歌
は
出
雲
の
神
門
寺
に
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
空

海
真
筆
の
い
ろ
は
歌
の
存
在
を
唱
え
て
い
る
も
の
の
う
ち
最
古
の
も
の

は

『

以
呂
波
字
考
録』

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
空
海
真
筆
い
ろ
は
と
同
様

の
い
ろ
は
歌
が
、
真
幸
正
心

『

三
国
筆
海
全
書』

[

慶
安
三

(

一
六
五

〇)

年]

に
早
く
も
見
え
る

(

注
８)

。

こ
の
よ
う
に
、
空
海
真
筆
い
ろ
は
の
存
在
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
記

述
は
、
種
々
の
文
献
に
渡
っ
て
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ろ
は
歌

が
長
い
間
多
く
の
資
料
に
渡
っ
て
同
じ
姿
を
保
っ
て
来
た
要
因
と
し
て

は
、
こ
の
空
海
真
筆
の
い
ろ
は
歌
が
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
。
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
そ
れ
が
空
海
の
真
筆
で

あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
問
題
で
は
な
く
、
人
々
の
信
仰
と
し
て
、

空
海
真
筆
の
い
ろ
は
歌
な
る
も
の
が
信
じ
ら
れ
て
来
た
か
ど
う
か
が
問

題
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
い
ろ
は
歌
の
作
者
は
空
海
で
あ
る
、
と
い

う
信
仰
が
根
強
く
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
空

海
の
手
に
よ
る
い
ろ
は
歌
が
存
在
す
る
と
言
え
ば
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を

積
極
的
に
疑
う
者
の
方
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
に
人
々
の
脳
裏
に

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
い

ろ
は
歌
を
書
く
場
合
に
は
、
空
海
の
権
威
に
縛
ら
れ
て

｢

空
海
真
筆
い

ろ
は｣

で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
思
想
が
あ
っ
た
と
し
て

も
何
ら
不
思
議
は
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
平
仮
名
書
い
ろ
は
歌
の
字
体

が
固
定
化
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
本
稿
で
は

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

を

中
心
に
据
え
る

(

注
９)

。
三

さ
て
、
空
海
真
筆
い
ろ
は
歌
の
存
在
が
も
た
ら
し
た
、
平
仮
名
書
い

ろ
は
歌
の
字
体
の
固
定
化
で
は
あ
る
が
、
字
体
の
固
定
化
は
い
つ
頃
ま

で
続
い
た
の
か
、
関
心
が
払
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
明
治
五(

一
八
七
二)

年
の

『

単
語
篇』

(

図
四)

は
、
文
部
省
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
単
語
を
教

授
す
る
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
い
ろ
は
歌
に

は
、｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と

は
違
っ
て
、
比
較
的
早
い
時

期
に
現
行
の�

そ�
�
�
�

�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

�
�
�
�
�
 
!
"
#
$
$

%
&
'
(
)
*
�
	
�
�
+
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図四 『単語篇』



�
�
�
�
�

�
�

�

お	
�

え	

が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
大

槻
文
彦

『

広
日
本
文
典』

[

明
治
三
十

(

一
八
九
七)

年]
(

図
五)

で

は
、｢
空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と
違
い�

そ	
�

	

が
使
用
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
次
節
に
は
、｢

別
體
ニ
ハ
、
普
通
ノ
モ
ノ
ヲ
ノ
ミ
擧
ゲ
タ
リ｣

と
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
三
年
に
小
学
校
令
施
行
規
則
が
出
さ
れ

た
後
の

『

国
語
読
本
尋
常
小
学
校
用』

『

尋
常
国
語
読
本』

[

明
治
三
十

三
年]

『

尋
常
小
学
校
読
本』

[
明
治
三
十
六
年]

で
は
、�

そ	
�

お	

�

え	

が
揃
い
現
行
の
平
仮
名
字
体
と
全
く
同
じ
姿
に
な
っ
て
い
る
。

い
ろ
は
歌
が

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣
で
書
か
れ
な
く
な
っ
た
の
が
明

治
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
し
て
、
な
ぜ
そ
の
時
期
に
、
い
ろ
は
歌
は

｢

空

海
真
筆
い
ろ
は｣

で
書
く
と
い
っ
た
規
範
性
が
弱
ま
っ
た
の
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
現
行
の
字
体
の
問
題
と
併
せ
て
、｢

空
海
真

筆
い
ろ
は｣

を
踏
襲
し
な
か
っ
た�

え	
�

お	
�

そ	

の
三
つ
の
字

体
が
、
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
、
な
ぜ

現
行
の
字
体
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
考
え
た
い
。
こ
の

問
題
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、
次
の
二
点
を
想
定
し
て
い
る
。

イ
、
い
ろ
は
歌
か
ら
五
十
音
図
へ
の
転
換
に
伴
う
、
平
仮
名
書
き

五
十
音
図
に
使
用
さ
れ
る
字
体
の
影
響
。

ロ
、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
の
影
響
。

四

ま
ず
、
平
仮
名
書
き
さ
れ
た
五
十
音
図
に
使
用
さ
れ
る
字
体
の
影
響

か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
五
十
音
図
は
、
片
仮
名
で
書
か
れ
る
の
が
一
般

的
で
、
平
仮
名
で
書
か
れ
る
こ
と
は
意
外
に
少
な
い
。
平
仮
名
書
き
五

十
音
図

(

以
下
、
単
に
五
十
音
図
と
す
る
。)

に
使
用
さ
れ
る
字
体
は
、

い
ろ
は
歌
に
使
用
さ
れ
る
字
体
よ
り
も
、
随
分
自
由
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
る
。
五
十
音
図
に
用
い
ら
れ
る
平
仮
名
字
体
を
調
査
し
た
も

の
が
、
表
二
で
あ
る

(

注
�)

。｢｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と
の
相
違｣

の
欄
を
見

る
と
、
一
瞥
し
た
だ
け
で
使
用
さ
れ
る
字
体
の
自
由
さ
が
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
、｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と
全
く
同
じ
字
体
を
使
用
し
て
い
る

も
の
は

『
和
字
正
濫
鈔』

『

増
補
和
字
解』

『

小
学
教
授
書』

『

読
書
入

門』
『

幼
学
読
本』

『

日
本
読
本』

の
六
つ
と
、
非
常
に
少
な
い
こ
と
が

― 19 ―

図五 『広日本文典』
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嘉
永
４

弘
化
３

天
保
３
跋

天
保
元

文
政
５

文
化
５

安
永
２

明
和
２

延
享
５

元
文
６

元
禄
８

成
立
・
刊
行
年

一
八
五
一

一
八
四
六

一
八
三
二

一
八
三
〇

一
八
二
二

一
八
〇
八

一
七
七
三

一
七
六
五

一
七
四
八

一
七
四
一

一
六
九
五

古
言
訳
解

増
補
古
言
梯

標
註

仮
字
類
語
抄

詞
の
し
を
り

仮
字
考

(

岡
田
真
澄)

掌
中
古
言
梯

あ
ゆ
ひ
抄

古
言
梯

増
補
和
字
解

和
字
解

和
字
正
濫
鈔

書

名

�
�
�

お�
�

�
�

�
�

�
�

�

�

え�
�

�
�

そ�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�

え�
�

�

�

え�
�

そ�
�

�
�

�
�

ミ�
�

�

�

え�
�

�
�

�
�

そ�
�

�

�

え�
�

�
�

�
�

そ�
�

�

�

え�
�

�
�

そ�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�

�
�

そ�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

え�

○
�

�
�

そ� ○

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と

の
相
違

別
字

体
数(

五
十
音
順

見
出
し
字)

(

五
十
音
図

丁
付)

五
十
聯
音
イ

ツ
ラ
ノ
コ
ヱ

(

五
十
音
図)

(

五
十
音
図

丁
付)

(

五
十
音
図

丁
付)

経
緯
図

(
五
十
音
図

丁
付)

縦
相
通

(

五
十
音
図)

五
十
音
図

表
の
名
称

括
弧
内
は
形
式

見
出
し
字
で
は�

そ�
�

え�

だ
け

が
違
う
。

ヤ
行
に�

え�

元
禄
12
年(

一
六

九
九)

成
立
。使
用

し
た
の
は
、天
保

13
年
の
再
板
。ア

行
に�

�

ヤ
行

に�

え� 備

考

音 文 音 音 音 文 勉 勉 拙 音 音

表
二

五
十
音
図
に
用
い
ら
れ
る
字
体

明
治
20

明
治
20

明
治
19

明
治
18

明
治
11

明
治
10

明
治
６

明
治
６

明
治
６

明
治
３

安
政
４

一
八
八
七

一
八
八
七

一
八
八
六

一
八
八
五

一
八
七
八

一
八
七
七

一
八
七
三

一
八
七
三

一
八
七
三

一
八
七
〇

一
八
五
七

日
本
読
本

初
歩
第
一

幼
学
読
本

初
歩

読
書
入
門

こ
と
は

の
そ
の

初
学
日

本
文
典

皇
国
仮

字
一
覧

皇
国
文

典
初
学

西
洋
手
習
鏡

小
学
教
授
書

絵
入
智

慧
の
環

仮
字
本
義
考

○ ○ ○

�
�
�

�

�

え�

�

え�
�

お�
�

�
�

�
�

そ�

�
�
�

え�
�

�
�

�
�

そ�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�

え�
�

お�
�

そ�
�

�

�
�

�
�
�

そ�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

○

�

そ�
�

�

�
�
�

�
�

え�
�

お�
�

�
�

�
�

そ�
�

�
�

�

41

(

五
十
音
図)

五
十
音

五
十
音
図

(

五
十
音
順

見
出
し
字)

(

五
十
音
図)

五
十
連
音
図

皇
国
仮
字
三

体
一
覧

五
十
音

日
本
五
十
音

草
体
五
十
音

の
図

(

平
仮
名
書

五
十
音
図)

五
十
音
図

明
治
26
年
再
版
を

使
用
。

明
治
26
年
再
版
を

使
用
。ヤ
行
の
イ

に�
�

、ヱ
に

�
�

、ワ
行
の

ウ
に�

�

ヤ
行
の
イ
に�

�

、ヱ
に�

�

、

ワ
行
の
ウ
に�

�

ヤ
行
の
イ
に�

�

、ヱ
に�

�

ヤ
行
の
イ
に�

�

、ヱ
に�

�

、

ワ
行
の
ウ
に�

�

ア
行
の
エ
に
は�

�

、
ヤ
行
に�

え� ヤ
行
の
イ�

�

、

ワ
行
の
ウ�

�

ア
行
、ヤ
行
共
に

�
�

ヤ
行
の
イ
に�

�

、ヱ
に�

�

読 読 読 音 音 音 音 筑 読 筑 音
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表
三

｢

え｣
｢

お｣
｢

そ｣

の
仮
名
に
つ
い
て
の
本
文
中
の
用
例
数

明
治
17

明
治
17

明
治
８

明
治
７

明
治
７

明
治
７

明
治
６

明
治
６

明
治
６ 成

立一
八
八
四

一
八
八
四

一
八
七
五

一
八
七
四

一
八
七
四

一
八
七
四

一
八
七
三

一
八
七
三

一
八
七
三

小
学
読
本

(

若
林
虎
三
郎
編)

読
方
入
門

小
学
入
門

(

乙
号
・
文
部
省)

小
学
読
本

(

榊
原
芳
野
・
那

珂
通
高
・
稲
垣
千

頴
編)

小
学
入
門

(

甲
号
・
民
間
版)

小
学
入
門

(

甲
号
・
文
部
省)

小
学
読
本

(

榊
原
芳
野
編)

小
学
読
本

(

田
中
義
廉
編)

小
学
教
授
書 書

名
第
五

第
四

第
三
第
二

第
一

五 四 三 二 首 四 三 二 一

�
�

が
漢
字
と

し
て
使
用
さ
れ
る

漢
字
カ
タ
カ
ナ
混

じ
り

備

考

１ １ ２
３ ５ １ ２ ２ ３ ８ 12 ２ ３ ３ ３ ４ ８ ６ ６ ２ え

１ ４ １ ２ １ １ １
１ １ １ １ ９ ５ ７ １ お

４
14 ４ ３ ５ ２ ３ ３ 39 15 ２ １ ３ ３ １ ２ 10 そ
４ １ ２ １ １

明
治
38

明
治
36

明
治
25

・
26

明
治
25

明
治
22

〜 明
治
21

一
九
〇
五

一
九
〇
三

一
八
九
二

・
九
三

一
八
九
二

一
八
八
九

一
八
八
八

作
文
新
辞
林

尋
常
小
学
校

読
本
一

日
本
大
辞
書

日
本
文
典

言
海

(

語
法
指
南)

こ
と
ば

の
は
や

し

�

え�
�

お�
�

そ�

�

え�
�

お�
�

そ�

�
�

�

え�
�

お�
�

そ�

�
え�

�

お�
�

そ�

�

え�
�

お�
�

そ�
�

�

�
�

�

え�
�

お�
�

�
�

そ�

(
五
十
音
順

見
出
し
字)

(

五
十
音
図)

(

五
十
音
順

見
出
し
字)

(

五
十
音
図)

平
仮
字
五
十

音 五
十
音
図

平
仮
名

(

五
十
音
順

見
出
し
字)

五
十
音
の
表

現
行
。明
治
44
年

26
版
を
使
用
。

現
行
。明
治
38
年

に
翻
刻
発
行
。

第
７
版
を
使
用
。

第
７
版
を
使
用
。

明
治
26
年
訂
正
再

版
を
使
用
。

大
正
５
年
第
77
版

を
使
用
。

明
治
23
年
再
版
を

使
用
。

明
治
23
年
再
版
を

使
用
。ヤ
行
の
イ

に�
�

、ヱ
に

�
�

、ワ
行
の

ウ
に�

�

教 音

�

使
用
テ
キ
ス
ト
略
号
一
覧�

・
京
…
…
…
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編『

弘
治
五
年
朝
鮮
板
伊
呂
波』

(

昭
40
・
７)

・
音
…
…
…
九
州
大
学
附
属
図
書
館
音
無
文
庫
蔵
本

・
勉
…
…
…
勉
誠
社
文
庫

・
文
…
…
…
九
州
大
学
文
学
部
蔵
本

・
松
…
…
…
九
州
大
学
文
学
部
松
涛
文
庫
蔵
本

・
筑
…
…
…
九
州
大
学
文
学
部
筑
紫
文
庫
蔵
本

・
大
…
…
…
大
庭
卓
也
氏
蔵
本

・
読
…
…
…
古
田
東
朔
編『

小
学
読
本
便
覧』(

武
蔵
野
書
院)

・
米
…
…
…
米
谷
隆
史
氏
蔵
本

・
教
…
…
…
海
後
宗
臣
他
編『

日
本
教
科
書
大
系

近
代
編

国
語』(

講
談
社)

・
国
…
…
…
福
井
久
蔵
編『

国
語
学
大
系』(

厚
生
閣)

・
拙
…
…
…
拙
蔵
本



分
か
る
。
本
稿
で
は
古
田
東
朔
編

『

小
学
読
本
便
覧』

第
一
〜
三
巻

(

武
蔵
野
書
院)

所
収
の
教
科
書
に
つ
い
て
の
み
、
本
文
中
に
使
用
さ

れ
て
い
る
字
体
を
調
査
し
た
が

『

読
書
入
門』

『

幼
学
読
本』

『

日
本
読

本』

は
、｢

え｣
｢

お｣
｢

そ｣

の
三
つ
の
仮
名
に
関
し
て
は
、
本
文
中

で
も

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

の�
�

�
�

�
�

を
偏
用
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

(

表
三)

。
ま
た
、
現
行
の�

え�

と

�

そ�

は
比
較
的
早
く
か
ら
多
く
の
資
料
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。｢

え｣

の
仮
名
に
関
し
て
は
、
五
十
音
図
の
場
合
、
い
ろ

は
歌
と
違
っ
て
、
ア
行
と
ヤ
行
に
二
つ

｢

え｣

が
出
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
現
行
の�

え�

が
使
わ
れ
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
五
十
音
図
で
も
、｢

お｣

に
関
し
て
は�

�

が
使
わ
れ
る
場
合

が
多
い
。
五
十
音
図
で
、
初
め
て
現
行
の�

え�
�

お�
�

そ�

の
三

字
体
が
揃
っ
て
現
れ
る
の
は
、
堀
秀
成

『

仮
字
本
義
考』

[

安
政
四

(

一
八
五
七)

年]

で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
明
治
六

(

一
八
七
三)

年

の

『

皇
国
文
典
初
学』

を
初
め
と
し
て
、『

初
学
日
本
文
典』

[

明
治
十

一

(

一
八
七
八)

年]

、｢

語
法
指
南｣

[

明
治
二
十
三

(

一
八
九
〇)

年]
(

図
六)

、『

日
本
文
典』

[

明
治
二
十
五(

一
八
九
二)

年]

と
い
っ

た
具
合
に
、
現
行
の�

え�
�

お�
�

そ�

の
三
字
体
は
続
出
す
る
。

そ
し
て
、｢

語
法
指
南｣

所
載
の
五
十
音
図
に
は
、｢

假
名
ニ
、
變
體
ノ

モ
ノ
モ
多
ケ
レ
ド
、
此
ニ
ハ
畧
ス
。｣

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
使
用
さ
れ

て
い
る
字
体
が
、
当
時
の
標
準
的
な
平
仮
名
を
代
表
す
る
字
体
と
し
て
、
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明
治
20

明
治
20

明
治
20

明
治
19

一
八
八
七

一
八
八
七

一
八
八
七

一
八
八
六

日
本
読
本

幼
学
読
本

尋
常
小
学
読
本

(
文
部
省
編)

読
書
入
門

第
六

第
五

第
四

第
三

第
二

第
一
初
歩
第
二

初
歩
第
一

第
七

第
六

第
五
第
四
第
三
第
二
第
一
初
歩
七 六 五 四 三 二 一

｢

玉
杓
子｣

６
、

�

志�

１
例

�
�

２
例

｢

梅(

人
名)｣

１

例

�
�

３
、�

�

２
、�

ハ�

３

例

�
�

が
１
例

�
�

�
�

が

１
例
ず
つ

�
�

が
５
例

６ ３ ３ ２ ２ ２ ３ １ １ ９ ２ １ ５ １
６ 21 ９ 13 12 20 ４

７ ２ １ ５ ８ ２ １ １ ４ 10 ３ 12 ２ １ 26 ５
24 24 32 79 47 44 30

２ ５ １ ４ ３ ４ １ ７ ６ ５ ９ 44 10
１ 46 83 49 57 50 40 18



定
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。｢

語
法
指
南｣

は
、『

広
日
本
文
典』

を
摘
録
し
た
も
の
で
あ
る
。｢

語
法
指
南｣

と

『

広
日
本
文
典』

は
、

そ
の
ど
ち
ら
も
大
槻
文
彦
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
五
十
音
図
と

い
ろ
は
歌
と
い
う
形
式
の
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
提
出
さ
れ
て
い
る

字
体
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に

よ
っ
て
も
、
い
ろ
は
歌
の
方
が
、
よ
り

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

の
規
範

性
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

い
ろ
は
歌
や
五
十
音
図
の
よ
う
に
、
異
体
仮
名
の
う
ち
一
つ
の
字
体

だ
け
を
代
表
さ
せ
る
も
の
と
、
日
常
普
通
に
読
み
書
き
に
使
わ
れ
る
字

体
は
、
そ
の
性
質
上
、
自
ず
か
ら
違
う
も
の
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

五
十
音
図
に
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
が
、
そ
の
ま
ま
、
当
時
の
常
用
字

体
で
あ
る
と
は
簡
単
に
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
い
ろ
は
歌
よ
り

は
固
定
化
が
弱
く
、
当
時
の

使
用
の
在
り
方
を
多
少
な
り

と
も
反
映
し
て
い
る
も
の
と

し
て
、
五
十
音
図
を
扱
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
五

十
音
図
と
文
章
に
多
用
さ
れ

る
字
体
の
比
較
を
慎
重
に
行

う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
い
ろ
は
歌
か
ら
五
十
音
図
へ
の
転
換
に
関
し
て
は
、
飛
田
良

文
氏

(

注
�)

に
詳
し
く
、｢

国
語
辞
書
が
明
治
二
十
六
年
ご
ろ
か
ら
五
十
音
順

が
主
流
に
な
り
始
め
た｣

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、

明
治
に
入
り
小
学
校
教
育
の
中
で
、
い
ろ
は
歌
よ
り
も
五
十
音
図
の
有

益
性
が
説
か
れ
る
こ
と
で
、
次
第
に
平
仮
名
の
一
覧
表
と
し
て
も
五
十

音
図
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
五
十
音
図
の
方
で
も
使
用
さ
れ
る
字

体
は
徐
々
に
数
が
収
斂
さ
れ
て
行
き
、
あ
る
程
度
固
定
化
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
固
定
化
さ
れ
た
字
体
が
、
明
治
三
十
三
年
の
小
学
校
施
行

規
則
第
十
六
条
で
発
表
さ
れ
た
字
体
へ
と
つ
な
が
っ
た
、
と
い
う
流
れ

を
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

五

次
に
、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
の
影
響
を
考
え
て
み
た
い
。
い
ろ
は
順
に

掲
載
さ
れ
な
が
ら
も

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

を
使
用
し
て
い
な
い
も
の

が
、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
の
類
に
多
く
存
在
す
る
。
現
在
の
所
、
九
州
大

学
文
学
部
筑
紫
文
庫
蔵
本
を
資
料
と
し
、
以
下
の
六
つ
の
資
料
を
調
査

し
て
い
る
。

①

三
木
光
齋

『
�

九
體
必
用�

和
洋
以
呂
波』

(

運
錦
堂)

[

明
治
四

(
一
八
七
一)

年]
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図六 ｢語法指南｣



②

大
櫪
逸
人

『�

日
耳
曼
字�

十
體
い
ろ
は』

(

中
外
堂)

[
明
治
四
年]

③

森
田
靖
之

『

獨
逸
七
以
呂
波』

(

文
苑
閣)

[

明
治
四
年]

④

渡
為
常

『
�

Ａ
Ｂ
Ｃ
早
学�

横
文
字
伊
呂
波』

(

薫
志
堂)

[

明
治
二
十
六

(

一
八
九
三)

年]

⑤

戸
田
忠
厚

『
英
学
の
は
じ
め』

(

宝
集
堂)

[

刊
年
不
明]

⑥

著
者
未
詳

『

片
假
名
権
輿�

洋
和�

い
ろ
は
覚
は
じ
め』

(

積
玉
堂)

[

刊
年
不
明]

こ
こ
で
、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
日
本
語
と
外
国
語

を
対
照
さ
せ
た
七
つ
い
ろ
は
の
総
称
で
あ
っ
て
、
私
に
便
宜
的
に
名
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
①『�

九
體
必
用�

和
洋
以
呂
波』

、

③

『

獨
逸
七
以
呂
波』

、
④

『
�

Ａ
Ｂ
Ｃ
早
学�
横
文
字
伊
呂
波』

の

一
部
を
挙
げ
て
お
く(

図
七)

。
正
確
に
言
え
ば
、
①
は
九
体
、
③
は
七

体
、
④
は
四
体
い
ろ
は
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
ら
を
一
括
り
に
し
て
洋
学
七
つ
い
ろ
は
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

資
料
に
関
し
て
、
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
お
く
と
、
六
つ
の
中
①
④
⑤

⑥
が
英
語
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
で
、
残
り
の
②
③
が
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
洋
学
七
つ
い
ろ
は
は
、
外
国
語
を
学
ぶ

初
め
の
段
階
と
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
綴
り
方
を
練
習
す
る
も
の
で

あ
る
。

さ
て
、
①
④
を
見
る
と
分
か
る
こ
と
だ
が
、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
の
類

に
は
、
清
音
、
濁
音
、
半
濁
音
で
平
仮
名
の
字
体
を
変
え
る
場
合
が
往
々

に
し
て
あ
る
。
例
と
し
て
、
①

『
�

九
體
必
用�

和
洋
以
呂
波』

か
ら

濁
音

(

半
濁
音)

行
だ
け
を
抜
き
出
し
て
、
そ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る

字
体
を
示
し
て
み
る
。

清

音

濁

音

半
濁
音
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図七 洋学七ついろは

①③④



こ
の
よ
う
に
、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
に
は
、
清
音
、
濁
音
で
字
体
を
変
え

よ
う
と
す
る
た
め
に
、
い
ろ
は
順
で
あ
り
な
が
ら
も

｢

空
海
真
筆
い
ろ

は｣

以
外
の
字
体
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
は
歌
は

｢

空
海
真

筆
い
ろ
は｣

で
書
く
、
と
い
っ
た
規
範
性
を

崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
環
境
が
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
。
清
音
、
濁
音
で
仮
名
の
字

体
を
変
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
洋
学
七

つ
い
ろ
は
以
前
に
、
実
は
ヘ
ボ
ン
著

『
和
英

語
林
集
成』

(｢
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

	
�


�
�
�
�
�


�
�
�
�｣)

に
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら(

初
版(

図
八)

と
再
版(

図
九)

・
三
版
で
は
使
用
字
体
に
差
が
見
受
け
ら
れ

る
。)

、
洋
学
七
つ
い
ろ
は
は

『

和
英
語
林
集

成』

の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
詳
し
く
、『

和
英
語
林
集
成』

の
成
立
過
程
と

そ
の
影
響
関
係
を
調
べ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

ま
た
、
空
海
の
権
威
、
言
い
換
え
れ
ば
、
空
海
が
い
ろ
は
歌
を
作
っ

た
と
す
る
信
仰
は
、
従
来
あ
っ
た
日
本
の
い
ろ
は
よ
り
も
外
国
語
学
習

の
た
め
の
洋
学
七
つ
い
ろ
は
の
方
が
弱
い
こ
と
が
予
測
さ
れ

(

注
�)

、
実
際
に
、

日
本
語
と
外
国
語
を
対
照
さ
せ
た
も
の
が
よ
り
早
く

｢

空
海
真
筆
い
ろ

は｣

以
外
で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、

外
国
と
の
接
触
が
増
え
る
明
治
期
に
、
い
ろ
は
歌
は

｢

空
海
真
筆
い
ろ

は｣

で
書
く
と
い
う
規
範
性
が
崩
壊
す
る
と
い
う
考
え
は
、
強
ち
間
違
っ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

六

最
後
に
、
現
行
の
平
仮
名
字
体
が
成
立
す
る
ま
で
を
整
理
す
る
と
、

図
十
の
よ
う
な
過
程
を
辿
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
繰
り
返
し
述
べ

る
が
、
い
ろ
は
歌
は
弘
治
五
年
の
朝
鮮
板

『

伊
路
波』

以
来
、
明
治
に

入
る
ま
で

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

の
字
体
を
保
ち
続
け
て
お
り
、
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
い
ろ
は
歌
作
者
と
し
て
の
空
海
の
権
威
が
、
使
用
さ

れ
る
字
体
を
固
定
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

の
字
体
は
、
異
体
仮
名
の
う
ち
最
も
常
用
さ
れ

る
字
体
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
た
だ
単
に
、
空
海
の
権
威
に
縛
ら
れ
て
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図九 『和英語林集成』 再版

図八 『和英語林集成』 初版



字
体
を
変
え
る
こ
と
が
許
さ

れ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ

た
。
当
時
常
用
と
さ
れ
た
字

体
は
、
五
十
音
図
や
洋
学
七

つ
い
ろ
は
か
ら
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
、
五
十
音
図
で
は
、

使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
は

不
統
一
で
、
字
体
を
固
定
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
規
範
が
薄

く
、
早
く
か
ら
現
行
字
体
の

�
え�

�

そ�

が
見
ら
れ
た
。

そ
れ
が
、
明
治
に
入
っ
て
、

外
国
と
の
接
触
も
増
え
、
い

ろ
は
歌
よ
り
も
五
十
音
図
の
方
が
主
流
に
な
る
に
伴
っ
て
、
い
ろ
は
歌

に
使
用
さ
れ
る
平
仮
名
字
体
に
も

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

以
外
の
字
体

が
多
く
混
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(

注
�)

。
そ
し
て
、
現
行

の
平
仮
名
字
体
は
、
明
治
三
十
三
年
に
小
学
校
令
施
行
規
則
第
十
六
条

に
よ
っ
て
政
策
的
に
定
め
ら
れ
る
以
前
に
、
明
治
二
十
年
代
に
は
、
現

行
の
平
仮
名
と
ほ
ぼ
同
様
の
姿
に
統
一
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
筆
記
用
具
の
変
化

に
も
関
心
を
払
い
な
が
ら
、
現
行
字
体
の
決
定
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
考
え
る
大
槻
文
彦
等
を
中
心
に
、
現
行
字
体
採
択
に
ま
つ
わ

る
政
策
的
な
背
景
も
調
べ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

注

注
１

例
え
ば
、｢

つ｣

の
異
体
仮
名
と
し
て�

つ�
�

�
�

�
�

�

等

が
あ
り
、
そ
の
う
ち�

つ�

が
選
択
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
施
行
規
則

が
出
さ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
他
の
異
体
仮
名
の
使
用
が
途
端
に

な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
お
い
て
次
第
に
そ
の
数
を
減

ら
し
て
行
き
、
現
在
の
よ
う
に
完
全
に
一
つ
の
仮
名
に
は
一
つ
の
字
体

と
い
う
形
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注
２

本
稿
で
は
、
個
々
の
仮
名
字
体
は�

�

に
入
れ
て
示
し
、
同
音
の
仮
名

字
体
が
属
す
る
抽
象
的
な
単
位
と
し
て
の
仮
名
は
平
仮
名
書
で

｢
｣

に
入
れ
て
示
す
。
変
体
仮
名
は
、
典
型
的
な
字
形
で
代
表
さ
せ
る
。

注
３

｢

し｣
｢

む｣
｢

も｣

等
に
つ
い
て
も
、
字
体
及
び
字
形
に
差
が
見
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
が
、
今
回
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。

注
４

現
行
の
平
仮
名
字
体
と
い
ろ
は
歌
に
用
い
ら
れ
る
字
体
の
近
似
性
を
指

摘
し
、
現
行
の
平
仮
名
字
体
へ
の
改
正
に
注
目
し
た
も
の
と
し
て
は
、

古
田
東
朔
氏

｢

変
体
が
な
か
ら
ひ
ら
が
な
へ｣

(

上)
(

下)
(

言
語
生
活

272
・
273
、
一
九
七
四
、
五
・
六)

、
宇
野
義
方
氏

｢

現
行
の
仮
名
字
体
を

め
ぐ
っ
て｣

(

松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会

『

国
語
研
究』

、
明
治
書
院
、

一
九
九
三)

が
あ
げ
ら
れ
る
。

注
５

表
に
は
、
い
ろ
は
歌
以
外
に
も
、
い
ろ
は
順
の
見
出
し
字
な
ど
も
含
め

た
。
＊
が
付
い
て
い
る
も
の
は
、｢

そ｣
｢

お｣
｢

え｣

以
外
に
も

｢

な｣
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図十 現行字体成立の過程



が�
�

で
書
か
れ
る
な
ど
、
現
行
の
字
体
と
は
別
字
体
で
書
か
れ
て

い
る
仮
名
を
含
ん
で
い
る
。

注
６

｢
い
ろ
は
歌
書
写
の
平
仮
名
字
体｣

(

国
語
と
国
文
学
72

(

12)

、
一
九
九

五
、
十
二)

注
７

福
井
久
蔵
編

『

国
語
学
大
系

第
七
巻

文
字

(

一)』
(

昭
和
十
四
年
、

厚
生
閣)
所
収
の
井
上
頼
圀
博
士
旧
蔵
伴
氏
自
筆
本
に
よ
る
。

注
８

朝
鮮
板

『

伊
路
波』
が
早
く

｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

で
書
か
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
外
国
人
が
日
本
の
文
字
を
学
習
す
る
際
に
、
そ

れ
ま
で
字
体
に
揺
れ
が
あ
っ
た
い
ろ
は
歌
の
字
体
を
固
定
化
さ
せ
規
範

的
な
手
本
と
し
て
の
性
格
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
も
の
が
、｢

空
海
真
筆

い
ろ
は｣

の
始
ま
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
未
だ
考
察
が
不
十
分
で
あ
る
。

注
９

矢
田
氏
は

｢

近
世
い
ろ
は
歌
研
究
史
稿

(
上)｣
(

国
文
白
百
合
31
、
二

〇
〇
〇
、
三)

で
、
日
本
独
自
の
文
字
文
化
が
、
漢
字
文
化
に
対
す
る

優
秀
性
を
保
証
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
平
仮

名
は
空
海
が
作
っ
た
と
す
る
必
要
が
あ
り
、
神
門
寺
所
蔵
の
真
蹟
は
、

平
仮
名
の
作
者
を
空
海
と
す
る
為
の
補
強
材
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
字
体
の
固
定
化
に
つ
い
て
は

｢

手
習
手
本
と
い
う
性
格
か
ら
決

ま
っ
た
仮
名
字
体
で
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
字
体
の
固
定

化
が
恐
ら
く
自
然
発
生
的
な
も
の
で
、
経
緯
を
確
か
に
は
辿
り
が
た
い

(

以
下
略)｣

と
し
て
い
る
。

注
10

表
に
は
、
五
十
音
順
の
見
出
し
字
も
含
め
た
。｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

の

欄
に
丸
印
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、｢

空
海
真
筆
い
ろ
は｣

と
同
じ
字

体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
網
掛
し
て
い
る
も
の
は
、

現
行
の�

え�
�

お�
�

そ�

の
三
字
体
が
揃
っ
て
表
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

注
11

｢

い
ろ
は
順
か
ら
五
十
音
順
へ｣

(

近
代
語
研
究
会

『

日
本
近
代
語
研
究

３』

ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
二)

注
12

洋
学
七
つ
い
ろ
は
は
、
日
本
人
が
外
国
語
を
学
ぶ
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
か
ら
、
朝
鮮
板

『

伊
路
波』

の
よ
う
に
、
外
国
人
に
日
本
の
文
字

を
示
そ
う
と
す
る
場
合
ほ
ど
規
範
的
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。

注
13

五
十
音
図
で
常
用
さ
れ
る
字
体
で
あ
っ
て
も

(
�

�

な
ど)

、
現
行
の

平
仮
名
字
体
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
多
く
、
そ
の
点
に
関
し
て

は
、
機
会
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

【

使
用
テ
キ
ス
ト
・
図
版】

(

表
に
あ
げ
た
も
の
を
除
く)

・

『

単
語
篇』

『

漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典』

…
…
九
州
大
学
文
学
部
筑
紫
文

庫
蔵
本

・

『

広
日
本
文
典』

…
九
州
大
学
附
属
図
書
館
音
無
文
庫
蔵
本

・

『

和
英
語
林
集
成』

(

初
版
・
再
版)

…
…
飛
田
良
文
・
李
漢
燮
編

『

ヘ

ボ
ン
著
和
英
語

林
集
成
初
版
・
再
版
・
三
版
対

照
総
索
引』

解
説
、

港
の
人
、
二
〇
〇
一)

【

参
考
文
献】

・

大
矢
透

(

一
九
一
八)

『

音
図
及
手
習
詞
歌
考』

大
日
本
図
書

・

小
松
英
雄

(

一
九
七
九)

『

い
ろ
は
う
た

日
本
語
史
へ
の
い
ざ
な
い』

中
公
新
書

・

久
木
幸
男
・
小
山
田
和
夫
編

(

一
九
八
四)

『

論
集

空
海
と
い
ろ
は
歌

弘
法
大
師
の
教
育

下
巻

』

思
文
閣
出
版

・

矢
田
勉

(

一
九
九
九)

｢｢

平
仮
名
ら
し
さ｣

の
基
準
に
つ
い
て
――
オ

の
仮
名
を
例
と
し
て
――｣

国
語
と
国
文
学
76

(

５)

・

〃
(

二
〇
〇
一)

｢

近
世
い
ろ
は
歌
研
究
史
稿

(

中)｣

国
文
白

百
合
32
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・

飛
田
良
文

(

二
〇
〇
一)

｢『

和
英
語
林
集
成』

の
著
者
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ

ン｣
『

ヘ
ボ
ン
著

和
英
語
林
集
成

初
版
・
再
版
・
三
版
対
照
総
索
引』

解
説
、
港
の
人

【

付
記】

本
稿
は
、
平
成
十
四
年
六
月
の
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
、
熊
本
県
立
大
学

日
本
語
日
本
文
学
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
、
補
足
・
修
正
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
及
び
発
表
後
、
多
く
の
方
々
に
有
益
な
ご
教
示
を

賜
っ
た
。
こ
こ
に
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(

や
ま
う
ち

ま
き
・
本
学
大
学
院
修
士
課
程)
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